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(論文題目)

Associations between serum omega-3 fatty acid levels and cognitive functions among 
community-dwelling octogenarians in Okinawa， Japan: The KOCOA study 
(沖縄県地域在住 80歳以上住民における血清ω-3不飽和脂肪酸濃度と認知機能の
関係について)

(論文審査結果の要旨)

上記論文に関して、研究にいたる背景と目的、研究内容、および研究成果の意義と学術的
水準について慎重に検討し、以下のような審査結果を得た。

1.研究の背景と目的

近年認知症患者が増加し認知症予防は重要といえる。修道女の生活習慣と認知機能を評価した
Nun研究で海馬萎縮と大脳の Alzheimer病理変化は相関したが、発症しない群も存在した。 認知
症の最大危険因子は加齢だが、認知症を発症していない沖縄の健常 80歳以上高齢者には認知症に
なりにくい因子があると考えられる。
魚を多く摂取することは認知機能に関連性を持つと種々の疫学調査が報告した。だが 80歳以上

超高齢者での血中ω・3系不飽和脂肪酸濃度(PUFA)と認知機能との関係は知 られていない。
本研究は地域在住非認知症 (ClinicalDementia Rating (CDR) 1未満かつ抗認知症薬非内服者)

超高齢者の血清 PUFA濃度と認知機能の関係を調査した。

2. 研究内容

対象は宜野湾市在住の非認知症 80歳以上高齢者 185人(平均年齢 84.1土3.4歳)。
血圧、BMI(BodyMass lndex)、内服薬問診、認知機能検査 (MiniMental State Examination 
(MMSE). Verbal Fluency Letters(VFL))、血液検査(血算、生化学)、血清ω・3系PUFA(DHA、

EPA)、血清ω・6系PUFA(AA)、EPA瓜A比、 DHA瓜A比、Briefself-administered diet history 
questionnaire (BDHQ)を用いた各栄養素を評価した。
年齢と各血清 PUFA濃度との関係、各血清 PUFA濃度と認知機能を解析した。独立変数は各

PUFA血清濃度で、四分位に分け第 1四分位、第2・3四分位、第 4四分位の 3群を比較した。従
属変数はMMSEで、 三分位に分け第1三分位(15・23点)と第 2・3三分位、第 1・2三分位と第 3



三分位(28・30点)の 2群とし、順序ロジスティック解析を行った。
加齢とともに血清 DHA濃度は有意に減少した(p=0.04)oBDHQによる摂取 DHA量は年齢と相

関しなかった。またMMSEと血清logEPA濃度(p=O.Ol)、logEPA品A比(p=0.02)、log(DHA+EPA)
濃度(p=0.03)に正の相関関係がみられ、交絡因子(年齢、性、教育年数、肥満、高血圧、糖尿病、
脂質代謝異常症)で補整後も血清 EPAと (DHA+EPA)濃度は正の相関関係が保たれた。MMSE
高得点のオッズ比は、第 4四分位血清 EPA濃度では第 1四分位と比較して 2.38倍、同様に
(DHA+EPA)濃度は 2.31倍だった。
以上より認知症を有さない超高齢者で血清 EPAと (DHA+EPA)濃度が高いことは、認知機能

が高い状態の独立した関連因子と示唆された。

3. 研究成果の意義と学術的水準

本研究は健常地域在住超高齢者の認知機能と各血清 PUFAの低値群と高値群を比較し、血
清 EPAと(DHA+EPA)が高値群では認知機能が高いことが示された。既知の研究と比較して
アジア人が対象であること、全対象者が 80歳以上という点でパイロット研究として重要と
いえる。

このような研究デザインの工夫が詳細で良好な相関を得た点で本研究は意義がある。その
研究成果は国際的に認められる高水準にあるものと判断される。

以上により、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。
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